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科目名 公衆栄養学概論（卒業必修：栄養士必修：NR・SA 必修） 

授業形態 講義 学年 2 

開講時期 2021 年度 前期 単位数 2 

担当教員 鈴木 秀子 

内容および計画 地域の健康・栄養問題とそれを取り巻く自然的、社会的、経済的、文化的要因に関する情報を把握し、個人

または集団の健康を維持・増進を図ることを目的とした健康・栄養施策や活動を実践するために必要な知識

を習得する。 

１ ガイダンス 

公衆栄養概論 

２ 世界の健康･栄養問題と対策 

３ 公衆栄養マネジメント 

・公衆栄養マネジメントの概要 

４ 公衆栄養マネジメント（１） 

５ 公衆栄養マネジメント（２） 

６ 栄養疫学（１） 

７ 栄養疫学（２） 

８ 公衆栄養･健康づくり政策の変遷 

９ 日本人の疾病構造･健康問題の変遷と現状 

１０ 食環境・食生活の推移と現状 

１１ 行政の仕組みと栄養政策（１） 

１２ 行政の仕組みと栄養政策（２） 

１３ 行政の仕組みと栄養政策（３） 

１４ 行政の仕組みと栄養政策（４） 

１５ 行政の仕組みと栄養政策（５） 

地域特性に応じた公衆栄養プログラムの展開 

教科書 

タイトル 著者名 出版社 ISBN 発行年 

『公衆栄養学 (テキストブックシリーズ )』 吉池信男著 第一出版 9784804113876 2019 

     

     

     

     

 

参考書 必要に応じて紹介する。 

成績評価 

評価方法 割合(%) 

筆記試験 70 

課題等（リアクションペーパー含む） 30 

  

  

  

  

 

学習到達目標 公衆栄養の基礎的な概念を理解する。 

（１）公衆栄養の概念 
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（２）公衆栄養マネジメントの概要 

（３）栄養疫学 

（４）わが国の公衆栄養・健康づくり施策の変遷 

（５）日本人の疾病構造・健康問題の変遷と現状 

（６）食生活・食環境の推移と現状 

（７）栄養施策と行政施策 

先修条件  

実務経験 実務経験あり： 

県の栄養技師として、総合病院、保健所に 17 年間勤務した。 

病院では傷病者に対する療養のため必要な栄養の指導をはじめ栄養管理や給食管理業務、保健所では地域の

健康政策の企画・立案とそれに基づく健康づくり事業、乳幼児等の栄養相談、特定給食施設の指導や支援業

務及び地区組織育成に従事した。 

この経験をもとに、食生活論、栄養指導論、栄養指導論演習、栄養指導論実習、公衆栄養学概論について教

授する。  

その他 必ず、予習、復習をしましょう。 

また、実際に地域で行われている公衆栄養活動に参加してみましょう。 

 


